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自動物流道路による効果等の試算について

資料１



１．試算条件
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〇自動物流道路への物流の転換による効果について、以下のとおり試算の条件を設定。

【デポの設定】

大阪 京都 滋賀 三重 愛知 静岡 神奈川 東京

大阪、奈良

和歌山、兵庫

中国、四国

九州

京都 滋賀 三重 愛知

岐阜

静岡 北海道、東北

群馬、栃木

茨城、埼玉

千葉、東京

神奈川

山梨

＜各デポに荷物を出入させる対象都道府県＞

【デポ間ごとの転換率】

① 大型車の制限速度（80km/h）に基づく一定時間での到達可能範囲を設定
② １時間圏域（80km以内）、２時間圏域（160km以内）、４時間圏域（320km以内）、４時間超（320ｋｍ超）で区分け
③ 各ゾーン、品類ごとに転換率を設定（対象品類は、小口類である農水産品・軽工業品・雑工業品）

大阪京都滋賀三重愛知静岡神奈川東京

46045042038030016040東京

42041038034026012040神奈川

300290260220140120160静岡

16015012080140260300愛知

80704080220340380三重

403040120260380420滋賀

103070150290410450京都

104080160300420460大阪

備考雑工業品軽工業品農水産品

80km以内
(１時間圏域)

40%40%20%ゾーン１

160km以内
(２時間圏域)

60%60%40%ゾーン２

320km以内
(４時間圏域)

80%80%60%ゾーン３

320km超
(４時間超)

100%100%80%ゾーン４

40km140km40km30km10km 120km80km

※農水産品：麦、米、雑穀・豆、野菜・果物、羊毛、その他の畜産物、水産品、綿花、その他の農産品

軽工業品：パルプ、紙、糸、織物、砂糖、その他の食料工業品、飲料
雑工業品：書籍・印刷物・記録物、がん具、衣服・身の回り品、文房具・運動娯楽品、家具・装備品、その他の日用品、木製品、ゴム製品、その他の製造工業品

北海道・東北～中部以西は、関東周りと想定

着

発

デポ間の距離（km） 転換率



２．物流量の試算

出典:国土交通省「第１０回全国貨物純流動調査」より作成

〇条件に基づき試算すると、各デポ間を通過する物流量は１日あたり約１２万ｔ～１４万ｔと想定。

大阪 京都 滋賀 三重 愛知 静岡 神奈川 東京40km140km40km30km10km 120km80km

61,761t/日

【物流量】

53,714t/日62,456t/日56,569t/日54,776t/日53,744t/日53,094t/日

63,857t/日

116,950t/日

63,056t/日

116,800t/日

64,632t/日

119,408t/日

68,224t/日

124,793t/日

71,211t/日

133,667t/日

75,101t/日

128,815t/日

77,288t/日

139,049t/日合計
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＜参考：鉄道の物流量（全品類）＞

大阪 京都 滋賀 三重 愛知 静岡 神奈川 東京40km140km40km30km10km 120km80km

10,324t/日11,164t/日10,640t/日9,799t/日9,700t/日9,688t/日9,591t/日

10,026t/日

19,617t/日

10,066t/日

19,754t/日

10,092t/日

19,791t/日

11,106t/日

20,905t/日

11,618t/日

22,258t/日

11,122t/日

22,286t/日

28,570t/日

38,894t/日合計



３．交通量の試算

出典:国土交通省「第１０回全国貨物純流動調査」、国土交通省「平成27年度全国道路・街路交通情勢調査」より作成

〇条件に基づき試算した物流量から換算した、各デポ間を通過する交通量は１日あたり約１万２千台～1
万４千台と想定。

大阪 京都 滋賀 三重 愛知 静岡 神奈川 東京40km140km40km30km10km 120km80km

5,313台/日 5,380台/日 5,484台/日 5,664台/日 6,252台/日 5,377台/日 6,180台/日

6,389台/日 6,312台/日 6,470台/日 6,830台/日 7,128台/日 7,515台/日 7,732台/日

11,702台/日 11,692台/日 11,954台/日 12,494台/日 13,380台/日 12,892台/日 13,912台/日

【交通量（10t＝トラック1台・積載率100%で換算）】

合計
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＜参考：東名・新東名高速の断面交通量＞

大阪 京都 滋賀 三重 愛知 静岡 神奈川 東京40km140km40km30km10km 120km80km

47,601台/日 54,490台/日 45,997台/日 52,395台/日 53,598台/日 46,343台/日 58,985台/日



３．交通量の試算

出典:国土交通省「第１０回全国貨物純流動調査」より作成

〇条件に基づき試算した物流量から換算した、各デポ間を通過する交通量は１日あたり約１万５千台～２万４
千台と想定。

大阪 京都 滋賀 三重 愛知 静岡 神奈川 東京40km140km40km30km10km 120km80km

9,048台/日 9,160台/日 9,338台/日 9,645台/日 10,647台/日 9,155台/日 10,525台/日

10,882台/日 10,748台/日 11,018台/日 11,630台/日 12,139台/日 12,802台/日 13,171台/日

19,930台/日 19,908台/日 20,356台/日 21,275台/日 22,786台/日 21,957台/日 23,696台/日

【交通量（10t＝トラック1台・積載率58.7%※で換算）】

合計
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大阪 京都 滋賀 三重 愛知 静岡 神奈川 東京40km140km40km30km10km 120km80km

6,698台/日 6,783台/日 6,915台/日 7,142台/日 7,885台/日 6,781台/日 7,793台/日

8,056台/日 7,959台/日 8,160台/日 8,613台/日 8,988台/日 9,477台/日 9,750台/日

14,754台/日 14,742台/日 15,075台/日 15,755台/日 16,873台/日 16,258台/日 17,543台/日

【交通量（10t＝トラック1台・積載率79.3%※で換算）】

合計

※国土交通省「自動車輸送統計」2016～2018年度のトラック実車時積載率（重量ベース）平均

※国土交通省「自動車輸送統計」2016～2018年度のトラック実車時積載率（重量ベース）平均と満車（100%）との平均値



４．削減可能なトラック台数・労働時間の試算

出典:国土交通省「第１０回全国貨物純流動調査」より作成

〇条件に基づき試算すると、自動物流道路でカバー可能な１日あたりのトラック台キロは約１，０００万台キロ、
労働時間は約１．７万人日と想定。（積載率58.7％の場合）

【トラック台キロ（10t＝トラック1台・積載率58.7%で換算）】

【労働時間】

小口類を輸送する各デポ間のトラック台キロを合計すると、10,085,500台キロ。

着

発

＜デポ間のトラック台キロ＞
着

発

＜デポ間の所要時間＞

トラック台数とデポ間の所要時間から総労働時間を算出し、一日の労働時間（８時間）から人日を算出すると、16,711人日。

着

発

＜総労働時間＞
着

発

＜労働時間換算の人日＞

大阪京都滋賀三重愛知静岡神奈川東京

2,472,500112,50050,40072,200513,00084,16094,160東京

183,9607,3805,70017,68060,58027,36090,480神奈川

419,10030,74012,22014,74088,06049,920278,880静岡

161,44017,40023,52019,92077,00068,640478,800愛知

14,8801,0502,00017,04013,64027,540169,860三重

8,80090064014,4004,68021,660160,860滋賀

4,2301,4101,89017,1009,86015,99099,900京都

6,17011,08011,840232,640249,600435,1202,998,280大阪

大阪京都滋賀三重愛知静岡神奈川東京

6.25 6.13 5.75 5.25 3.75 2.00 0.50 東京

5.75 5.63 5.25 4.75 3.25 1.50 0.50 神奈川

3.75 3.63 3.25 2.75 1.75 1.50 2.00 静岡

2.00 1.88 1.50 1.00 1.75 3.25 3.75 愛知

1.00 0.88 0.50 1.00 2.75 4.75 5.25 三重

0.50 0.38 0.50 1.50 3.25 5.25 5.75 滋賀

0.13 0.38 0.88 1.88 3.63 5.63 6.13 京都

0.13 0.50 1.00 2.00 3.75 5.75 6.25 大阪

大阪京都滋賀三重愛知静岡神奈川東京

33,5941,5316909986,4131,0521,177東京

2,519101792477573421,131神奈川

5,2393841531841,1016243,486静岡

2,0182182942499638585,985愛知

18613252131713852,347三重

110118180592992,202滋賀

5318242141232191,360京都

771391482,9083,1205,95740,738大阪

大阪京都滋賀三重愛知静岡神奈川東京

4,19919186125802132147東京

3151310319543141神奈川

65548192313878436静岡

252273731120107748愛知

2323272148293三重

141123737275滋賀

723271527170京都

1017193643907455,092大阪

トラックドライバー総数：88万人
（総務省「労働力調査」（2023年度より）
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大型車走行台キロ：277,207千台キロ
（平成27年度全国道路・街路交通情勢調査より）

※４時間超の場合は休憩時間３０分を含む



４．削減可能なトラック台数・労働時間の試算

出典:国土交通省「第１０回全国貨物純流動調査」より作成

〇条件に基づき試算すると、自動物流道路でカバー可能な１日あたりのトラック台キロは約７５０万台キロ、労
働時間は約１．２万人日と想定。 （積載率79.3％の場合）

【トラック台キロ（10t＝トラック1台・積載率79.3%で換算）】

【労働時間】

小口類を輸送する各デポ間のトラック台キロを合計すると、7,468,100台キロ。

着

発

＜デポ間のトラック台キロ＞
着

発

トラック台数とデポ間の所要時間から総労働時間を算出し、一日の労働時間（８時間）から人日を算出すると、12,374人日。

着

発

＜総労働時間＞
着

発

大阪京都滋賀三重愛知静岡神奈川東京

1,830,34083,25037,38053,580379,80062,40069,720東京

136,0805,7404,56013,26044,98020,28066,960神奈川

310,20022,9109,10010,78065,24036,960206,400静岡

119,52012,90017,40014,72056,98050,700354,300愛知

11,0407701,48012,64010,12020,400125,780三重

6,52069048010,6803,64015,960119,280滋賀

3,1301,0501,40012,7507,54011,89074,250京都

4,5708,2008,800172,160184,800322,1402,219,500大阪

大阪京都滋賀三重愛知静岡神奈川東京

6.25 6.13 5.75 5.25 3.75 2.00 0.50 東京

5.75 5.63 5.25 4.75 3.25 1.50 0.50 神奈川

3.75 3.63 3.25 2.75 1.75 1.50 2.00 静岡

2.00 1.88 1.50 1.00 1.75 3.25 3.75 愛知

1.00 0.88 0.50 1.00 2.75 4.75 5.25 三重

0.50 0.38 0.50 1.50 3.25 5.25 5.75 滋賀

0.13 0.38 0.88 1.88 3.63 5.63 6.13 京都

0.13 0.50 1.00 2.00 3.75 5.75 6.25 大阪

大阪京都滋賀三重愛知静岡神奈川東京

24,8691,1335127404,748780872東京

1,8637963185562254837神奈川

3,8782861141358164622,580静岡

1,4941612181847126344,429愛知

13810191581272851,738三重

8296134462211,633滋賀

391318159941631,011京都

571031102,1522,3104,41030,156大阪

大阪京都滋賀三重愛知静岡神奈川東京

3,109142649359398109東京

233108237032105神奈川

48536141710258323静岡

1872027238979554愛知

1712201636217三重

101117628204滋賀

522201220126京都

713142692895513,770大阪

トラックドライバー総数：88万人
（総務省「労働力調査」（2023年度より）
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※４時間超の場合は休憩時間３０分を含む
＜デポ間の所要時間＞

＜労働時間換算の人日＞

大型車走行台キロ：277,207千台キロ
（平成27年度全国道路・街路交通情勢調査より）



４．削減可能なＣО２排出量の試算

〇条件に基づき試算すると、削減対象となるトラックのCO2排出量は約１９３万 t-CO₂/年と想定。（積載率58.7％
の場合）

【ＣＯ２削減量（10t＝トラック1台・積載率58.7%で換算）】

（10,085,500 ※1÷5,000※2）※3×2.62※4）＝ 5,285（t-CO₂/日）
→ 1,928,953（t-CO₂/年）※5

※１：各拠点間距離×小口貨物を輸送する貨物車の走行台数の合計

①東京-神奈川 ②神奈川-静岡 ③静岡-愛知 ④愛知-三重 ⑤三重-滋賀
（23,696台× 40km）＋（21,957台×120km）＋（22,786台×140km）＋ （21,275台× 80km）＋（20,356台× 40km）＋
⑥滋賀-京都 ⑦京都-大阪
（19,908台× 30km）＋ （19,930台× 10km） ＝ 10,085,500台km

※２：中型トラックの平均燃費 5,000km/kl（5km/l）として算出
※３：（拠点間距離×小口貨物を輸送する貨物車の走行台数）÷燃費
※４：燃料（軽油）の使用に関する排出係数2.62 (t-CO₂ /kl) （算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧）

※５：日あたりの排出量×365（日）

＜各デポ間交通量・距離＞
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大阪 京都 滋賀 三重 愛知 静岡 神奈川 東京40km140km40km30km10km 120km80km

トラックの年間CO2排出量：73,550,448（t-CO₂/年）
（「日本の温室効果ガス排出量データ
（1990～2021年度）」より）

9,048台/日 9,160台/日 9,338台/日 9,645台/日 10,647台/日 9,155台/日 10,525台/日

10,882台/日 10,748台/日 11,018台/日 11,630台/日 12,139台/日 12,802台/日 13,171台/日

19,930台/日 19,908台/日 20,356台/日 21,275台/日 22,786台/日 21,957台/日 23,696台/日合計



４．削減可能なＣО２排出量の試算

〇条件に基づき試算すると、削減対象となるトラックのCO2排出量は約１４３万 t-CO₂/年と想定。（積載率79.3％
の場合）

【ＣＯ２削減量（10t＝トラック1台・積載率79.3%で換算）】

（7,468,100 ※1÷5,000※2）※3×2.62※4）＝ 3,913（t-CO₂/日）
→ 1,428,349（t-CO₂/年）※5

※１：各拠点間距離×小口貨物を輸送する貨物車の走行台数の合計

①東京-神奈川 ②神奈川-静岡 ③静岡-愛知 ④愛知-三重 ⑤三重-滋賀
（17,543台× 40km）＋（16,258台×120km）＋（16,873台×140km）＋ （15,755台× 80km）＋（15,075台× 40km）＋
⑥滋賀-京都 ⑦京都-大阪
（14,742台× 30km）＋ （14,754台× 10km） ＝ 7,468,100 台km
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トラックの年間CO2排出量：73,550,448（t-CO₂/年）
（「日本の温室効果ガス排出量データ
（1990～2021年度）」より）

大阪 京都 滋賀 三重 愛知 静岡 神奈川 東京40km140km40km30km10km 120km80km

※２：中型トラックの平均燃費 5,000km/kl（5km/l）として算出
※３：（拠点間距離×小口貨物を輸送する貨物車の走行台数）÷燃費
※４：燃料（軽油）の使用に関する排出係数2.62 (t-CO₂ /kl) （算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧）

※５：日あたりの排出量×365（日）

6,698台/日 6,783台/日 6,915台/日 7,142台/日 7,885台/日 6,781台/日 7,793台/日

8,056台/日 7,959台/日 8,160台/日 8,613台/日 8,988台/日 9,477台/日 9,750台/日

14,754台/日 14,742台/日 15,075台/日 15,755台/日 16,873台/日 16,258台/日 17,543台/日合計

＜各デポ間交通量・距離＞



５．輸送密度の試算

〇各デポにおいて約９千～約１４万t/日の荷物が搬出入される想定。

大阪 京都 滋賀 三重 愛知 静岡 神奈川 東京40km140km40km30km10km 120km80km

TOTAL
116,950ｔ/日

TOTAL
12,045ｔ/日

TOTAL
9,333ｔ/日

TOTAL
10,540ｔ/日

TOTAL
49,569ｔ/日

TOTAL
39,033ｔ/日

TOTAL
43,947ｔ/日

IN
61,761ｔ/日

TOTAL
139,049ｔ/日

IN
19,043ｔ/日

IN
25,832ｔ/日

IN
23,335ｔ/日

IN
6,169ｔ/日

IN
4,938ｔ/日

IN
5,297ｔ/日

IN
63,857ｔ/日

OUT
77,288ｔ/日

OUT
24,904ｔ/日

OUT
13,201ｔ/日

OUT
26,234ｔ/日

OUT
4,370ｔ/日

OUT
4,395ｔ/日

OUT
6,748ｔ/日

OUT
53,094ｔ/日

出典:国土交通省「第１０回全国貨物純流動調査」より作成

（4,873ｔ/h） （502ｔ/h） （389ｔ/h） （439ｔ/h） （2,065ｔ/h） （1,626ｔ/h） （1,831ｔ/h） （5,794ｔ/h）

（2,573ｔ/h）（793ｔ/h）

（3,220ｔ/h）

（1,076ｔ/h）（972ｔ/h）（257ｔ/h）（206ｔ/h）（221ｔ/h）（2,661ｔ/h）

（1,038ｔ/h）（550ｔ/h）（1,093ｔ/h）（182ｔ/h）（183ｔ/h）（281ｔ/h）（2,212ｔ/h）

【各デポにおける荷物の搬出入状況】
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５．輸送密度の試算

〇カートの速度が３０km/hの場合、車頭距離は、９．３m～５４．２mと想定。

大阪 京都 滋賀 三重 愛知 静岡 神奈川 東京40km140km40km30km10km 120km80km

11.3ｍ 11.4ｍ 11.1ｍ 10.6ｍ 10.1ｍ 9.6ｍ 9.3ｍ

13.6ｍ 13.4ｍ 13.1ｍ 12.7ｍ 11.5ｍ 13.4ｍ 11.7ｍ

出典:国土交通省「第１０回全国貨物純流動調査」より作成

【カートの車頭距離】
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①1つのカートが荷物を1つ（1t）運ぶ場合

22.6ｍ 22.8ｍ 22.3ｍ 21.1ｍ 20.2ｍ 19.2ｍ 18.6ｍ

27.1ｍ 26.8ｍ 26.3ｍ 25.5ｍ 23.1ｍ 26.8ｍ 23.3ｍ

②1つのカートが荷物を2つ（2t）運ぶ場合

33.8ｍ 34.3ｍ 33.4ｍ 31.7ｍ 30.3ｍ 28.8ｍ 27.9ｍ

40.7ｍ 40.2ｍ 39.4ｍ 38.2ｍ 34.6ｍ 40.2ｍ 35.0ｍ

③1つのカートが荷物を3つ（3t）運ぶ場合

45.1ｍ 45.7ｍ 44.6ｍ 42.2ｍ 40.4ｍ 38.3ｍ 37.3ｍ

54.2ｍ 53.6ｍ 52.6ｍ 50.9ｍ 46.1ｍ 53.6ｍ 46.6ｍ

④1つのカートが荷物を4つ（4t）運ぶ場合


